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目的　わが国における子どもの抑うつ研究は，家庭関係という視点からの研究成果が蓄積されてい
る一方で，子どもが多くの時間を過ごす学校に関連する要因に注目した研究は極めて少ない。
本研究では東京都および広島県の子どもの生活実態調査を利用し，小学 ５年生および中学 ２年
生の抑うつ症状の社会人口学的要因を明らかにするとともに，学校生活に関する調査項目と子
どもの抑うつ症状との関連に焦点を当てて分析を行った。

方法　大規模調査である「子どもの生活実態調査」から作成した小学 5年生とその保護者（ｎ＝
16,350），中学 2年生とその保護者（ｎ＝14,927）のデータセットデータを分析に使用した。
抑うつの評価には，抑うつ自己評価尺度（DSRS-C）を用いた。分析では，子どもの抑うつに
関する社会人口統計学的データを示した上で，学校生活を「友人関係」「教師との関係」「部活
動」「学校の授業」の ４ つの側面に分け，それぞれの側面を表す変数と抑うつとのクロス分析
を行い，関連性を検討した。

結果　小学 ５年生は全体の14％（男子13％，女子14％）が，中学 ２年生は全体の23％（男子20％，
女子25％）が抑うつ群であるという結果となった。学校生活との関係について，「友人との交
流が少ない」「いじめを受けた経験がある」「先生と会うことが楽しみでない」「部活動に参加
していない」「部活動が楽しみでない」「学校の授業が楽しみでない」「授業理解度が低い」子
どもについて，抑うつ群の割合が有意に高いという結果を示した。

結論　学校生活と抑うつの関係については，おおむね先行研究と一致する結果であったと確認でき
た。また，学校生活の中でも特に，友人との関係の悪さ・希薄さが抑うつと強い関連をもち，
その傾向は男子より女子のほうが，小学 ５年生より中学 ２年生のほうがより顕著であることが
示唆された。教師との関係についても，友人関係ほど強くないが子どもの抑うつに与える影響
が示唆された。本研究の限界として，学校生活と抑うつとの関連を再確認できたものの，横断
研究であるため因果推論が難しい。抑うつの時系列的な変化を観測し要因を特定するためには，
コホート調査の実施が重要である。

キーワード　学校，抑うつ，小学生，中学生，思春期，子どもの生活実態調査

Ⅰ　緒　　　言

　児童期・青年期のうつ病は，成人期のうつ病
に現れる諸症状に加え，身体愁訴や他の精神障

害との合併症など，児童期・青年期に特徴的な
症状を伴うことが臨床研究から報告されてい
る1）。また，児童期・青年期のうつ病は不登校
や問題行動，自殺と関連があるだけでなく2）3），

　投稿

生活実態調査を用いた小・中学生の抑うつに関する分析
－学校生活と子どもの抑うつとの関連に注目して－
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成人期におけるうつ病発症のリスクを高める4）

といった研究結果が国内外で報告されており，
また2022年現在において国内における小中高生
の不登校・自殺が過去最多という状況の中5），
子どものメンタルヘルスの不調について実態把
握が日本社会の重要課題である。
　わが国における子どものうつ病に関するデー
タとして，佐藤ら6）の半構造化面接を用いた中
学生（12～13歳，ｎ＝328）におけるうつ病の
有病率に関する実態調査から得られた4.9％
（男子2.2％，女子8.0％）というデータが信頼
性の高い数値として援用されることが多い。し
かし，この調査結果は，調査が実施された地域
や学校の特性が反映されている可能性が高い。
面接によるうつ病の診断は正確さをもつが，コ
ストの面から大規模なデータを収集することが
難しい。自己評価尺度による質問紙調査では，
2003年に北海道の 3市で行われた傳田ら1）の小
中学生3,331人を対象とした調査で，子ども用
抑うつ自己評価尺度（以下，DSRS-C）が16点
以上の抑うつ群は小学生が7.8％，中学生が
22.8％であると報告されている。さらに，佐藤
ら7）の小学校高学年児童3,177人を対象とした
調査では，DSRS-Cが16点以上の抑うつ群は

11.6％であったと報告している。これらの調査
は比較的サンプルサイズが大きいものの，対象
地域は少数の自治体である。そこで，本研究で
は，一般集団における思春期の児童（小学生高
学年および中学生）の抑うつの割合を示すこと
を目的として，様々な自治体で実施された大規
模調査のデータ（自治体30以上，サンプルサイ
ズは各学年 1万以上）を記述的に分析した。
　また 2つ目の目的として，小中学生の学校生
活と抑うつとの関連を検討した。わが国におけ
る子どもの抑うつ研究は主に，家庭と子どもと
の関係という文脈において研究が蓄積されてい
る一方で，学校環境という視点から子どもの抑
うつに注目した研究は少ない。海外の研究では，
学校に関する要因は子どものメンタルヘルスの
不調に与える最も大きな要因の 1つであるとい
う結果が示されている8）。国内の研究では，複
数の先行研究が抑うつ（やストレス）と学校生
活の関連を検討しているが9）10），どのような学
校生活の側面と抑うつとの関連が強いのかとい
う点は明らかになっていない。本研究では，先
行研究を踏まえ，学校生活の「友人関係」「教
師との関係」「部活動」「学校の授業」の 4つの
側面と抑うつとの関連を検討する。

表 1　本研究に使用した自治体調査一覧

調査対象者 抽出方法 調査方法 有効回答数
（有効回答率） 調査時期

東京都「子供
の生活実態調
査」

墨田区，豊島区，調布市，日野市に在住の以下
の生年月日の者とその保護者
平成17年 4 月 2 日～平成18年 4 月 1 日生まれ（10～11歳）
平成14年 4 月 2 日～平成15年 4 月 1 日生まれ（13～14歳）

全数抽出 郵送回収（一
部ウェブ回答）

小 5：2,824（44.9％）
中 2：2,865（42.2％）

平成28年
8 月 5 日
～ 9月 7日

「広島県子供の
生活に関する
実態調査結果」

県内の小学校・中学校（公立，私立，国立）に
通う小学校 ５年生および中学校 ２年生とその保
護者

全数および
無作為抽出
（市町によっ
て異なる）

学校回収およ
び 郵 送 回 収
（市町によっ
て異なる）

小 5：3,289（78.4％）
中 2：2,823（74.5％）

平成29年
7 月
～11月

東京都Ａ区
調査2）

区内在住の以下の生年月日の者とその保護者
平成19年 4 月 2 日～平成20年 4 月 1 日生まれ（10～11歳）
平成16年 4 月 2 日～平成17年 4 月 1 日生まれ（13～14歳）1）

全数抽出 郵送回収 小 5：3,129（45.2％）
中 2：2,598（39.9％）

平成30年
6 月27日
～ 7月27日

東京都Ｂ区
調査2）

令和元年 ７ 月23日時点で区内在住の 0 ～14歳
（中学 ３ 年生）の就学前児童，小学校低学年，
小学校高学年，中学生の各保護者および小学校
高学年，中学生本人1）

無作為抽出 郵送回収（一
部ウェブ回答）

小学校高学年：1,064
（28.4％）
　うち小 5：396
中学生：929（24.8％）
　うち中 2：383

令和元年
8月28日
～ 9月25日

東京都Ｃ市
調査2）

市内在住の小学 5年生および中学 2年生とその
保護者 全数抽出

学校回収（公
立）および郵
送回収（私立）

小 5：420（69.7％）
中 2：308（51.0％）

平成30年
6 月22日
～ 7月13日

注　1）　小学 5年生・中学 2年生のみ抽出し，分析に使用。
　　2）　契約上，自治体名は使用しない決まりとなっているため匿名化している。
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Ⅱ　方　　　法

（ １）　データ
　本研究では，表 １に示す「子どもの生活実態
調査」の調査データを統合し，小学 5年生（以
下，小 ５）とその保護者（ｎ＝16,350），中学 2
年生（以下，中 ２）とその保護者（ｎ＝14,927）
のデータセットを作成した。なお，分析には子
ども票と保護者票がそろっているサンプルのみ
使用している。本研究の実施に当たって，国立
成育医療研究センター倫理審査委員会の承認を
受けた（2022年10月 3 日，承認番号2022-117）。

（ ２）　変数と分析
　本研究で使用する「子どもの生活実態調査」
群では子どもの抑うつ測定尺度としてDSRS-C
が使用されている。DSRS-CはBirleson11）が作
成した18の質問項目からなる抑うつ自己評価尺
度であり，わが国においても村田12）による
DSRS-Cの日本語版がよく使用される傾向にあ
る。村田は，DSRS-Cの日本語版においてカッ
トオフ値は15／16点が妥当としていることを踏

まえ，本研究においても15点以下を非抑うつ群，
16点以上を抑うつ群と定義する。
　また，表 2に示す学校生活を表す11項目を変
数化し，抑うつ群・非抑うつ群とのクロス分析
を行った。また，追加の分析として，同じクロ
ス分析を男女に層別して行った。なお，「学校
の休み時間を楽しみにしているか」は必ずしも
友人関係の良好さを示すとは限らないが，便宜
上「友人関係」のグループに入れた。
　欠損値の処理はペアワイズ削除による。分析
にはStataMP16を使用した。

Ⅲ　結　　　果

　まず，表 3に本研究に使用したデータの社会
人口統計学的特徴を示す。男女の割合は小 ５で
女子51％，男子49％，中 ２で女子52％，男子48
％である。調査地は小 ５，中 ２ともに東京都が
42％，広島県が58％である。母親の学歴は大学
以上卒業が小 ５で75％，中 ２で73％である。父
親の学歴は大学以上卒業が小 ５で69％，中 ２で
67％である。
　抑うつ群の割合は，小 ５が14％（男子13％，

表 2　学校生活に関する変数
学校生活に関する変数 回答カテゴリ

友人関係

学校の友だちに会うことを楽しみにしている とても楽しみ／楽しみ／少し楽しみ／楽しみではない

学校の休み時間を楽しみにしている とても楽しみ／楽しみ／少し楽しみ／楽しみではない

いじめられたことがある1）2） よくあった／時々あった／あまりなかった／なかった

教師との
関係

先生に会うことを楽しみにしている とても楽しみ／楽しみ／少し楽しみ／楽しみではない

困っていることや悩みごと，楽しいことや悲しいことを
学校の先生に話す

よく話す／時々話す／あまり話さない／ぜんぜん話さな
い

部活動
学校の部活動に参加しているか3） 参加している／参加していない

学校の部活動を楽しみにしている3）4） とても楽しみ／楽しみ／少し楽しみ／楽しみではない

学校の
授業

学校の授業（副教科以外）を楽しみにしている とても楽しみ／楽しみ／少し楽しみ／楽しみではない

学校の授業理解 いつもわかる／だいたいわかる／あまりわからない／
わからないことが多い／ほとんどわからない

自分の成績はクラスの中でどれくらいだと思うか1） 上のほう／やや上のほう／真ん中のあたり／やや下のほ
う／下のほう

得意な教科5） ある／ない

注　1）　「わからない」は欠損扱いとした。
　　2）　広島県調査には含まれない。
　　3）　中 ２のみ集計した。
　　4）　学校の部活動に参加している子どものみ集計した。
　　5）　「ない」以外の回答（国語，算数など）を「ある」として統合した。
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女子14％），中 ２ が23％（男
子20％，女子25％）であった。
小 5のDSRS-Cの平均値は8.6
点（標準偏差：5.9），中 2の
DSRS-Cの 平 均 値 は10.5点
（標準偏差：6.6）であった。
　次に，各項目と抑うつのク
ロス分析の結果（表 4）につ
いて概説する。

（ １）　友人関係
　「学校の友だちに会うこと
を楽しみにしている」という
項目について，否定的な回答
をした子どもほど小 ５・中 ２
ともに抑うつ群の割合が大き
いという結果を示しており，
「とても楽しみ」と「楽しみ
でない」との間には54～61ポ
イントの差がある。「学校の
休み時間を楽しみにしてい
る」の項目についても類似し
た結果が得られた。「いじめ
られたことがある」という項
目については，「よくあっ
た」「時々あった」と回答し
た子どもの抑うつ群の割合が高く（それぞれ小
５では41％，24％，中 ２では53％，42％），「あ
まりなかった」「なかった」と答えた子どもの
抑うつ群の割合は低い（それぞれ小 ５では16％，
7％，中 ２では27％，15％）。

（ ２）　教師との関係
　「先生に会うことを楽しみにしている」とい
う項目について，否定的な回答をした子どもほ
ど小 ５・中 ２ともに抑うつ群の割合が大きい結
果を示しており，「とても楽しみ」と「楽しみ
でない」との間には21～23ポイントの差がある。
「困っていることや悩みごと，楽しいことや悲
しいことを学校の先生に話す」という項目につ
いて，特に「ぜんぜん話さない」と回答した子
どもは，それ以外の子どもよりも抑うつ群の割

合が高い傾向にある（「よく話す」「時々話す」
「あまり話さない」「ぜんぜん話さない」の順
に，それぞれ小 ５では10％，12％，12％，18％，
中 ２では17％，17％，21％，28％）。

（ ３）　部活動
　中 ２で部活動に参加していない群は，参加し
ている群より抑うつ群の割合が11ポイント高い
ことが明らかになった（部活動に参加「してい
る」「していない」の順に22％，33％）。さらに，
部活動に参加している生徒のうち，部活動を楽
しみにしている生徒ほど抑うつ群の割合が低く，
「とても楽しみ」と「楽しみでない」との間に
は36ポイントの差がある。

表 3　社会人口統計データと抑うつ群の割合
小学 ５年生（ｎ＝16,350） 中学 ２年生（ｎ＝14,927）

ｎ ％ 抑うつ群の
割合（％） ｎ ％ 抑うつ群の

割合（％）

全体 14 23
性別1）

　男子 7 561 49 13 6 589 48 20
　女子 7 737 51 14 7 197 52 25
調査地
　東京都 6 896 42 12 6 286 42 20
　広島県 9 454 58 15 8 641 58 25
世帯タイプ
　ふたり親世帯 13 647 85 13 12 237 84 22
　ひとり親世帯 2 301 14 15 2 179 15 24
　その他  57 0 27  80 1 41
子ども数
　 １人 2 793 17 13 2 660 18 22
　 ２人 7 590 46 13 7 040 47 22
　 ３人以上 5 967 37 15 5 227 35 24
世帯年収
　200万円以下 1 183 9 16 1 178 10 27
　200～400万円 1 565 12 14 1 411 12 26
　400～600万円 2 730 22 14 2 210 19 23
　600～800万円 2 653 21 13 2 367 21 22
　800万円以上 4 418 35 12 4 349 38 19
回答した親の年齢
　39歳以下 4 673 29 15 1 936 13 24
　40～44歳 6 327 39 13 5 301 36 23
　45～49歳 3 567 22 13 4 736 32 21
　50歳以上 1 783 11 15 2 954 20 25
母親の学歴
　中学・高校卒業 3 733 25 16 3 725 27 25
　大学以上卒業 11 366 75 13 9 869 73 21
父親の学歴
　中学・高校卒業 4 356 31 15 4 191 33 24
　大学以上卒業 9 639 69 12 8 407 67 21
親の国籍
　両親とも日本国籍 6 426 97 12 5 850 96 19
　片親のみ外国籍  224 3 13  221 4 27

注　1）　「答えたくない」は欠損扱いとする。
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（ ４）　学校の授業
　「学校の授業（副教科以外）を楽しみにして
いる」という項目について，否定的な回答をし

た子どもほど小 ５・中 ２ともに抑うつ群の割合
が大きい結果を示しており，「とても楽しみ」
と「楽しみでない」との間には27～30ポイント

表 4　学校生活と抑うつ症状との関連
小学 ５年生 中学 ２年生

ｎ ％
抑うつ群の割合（％）

ｎ ％
抑うつ群の割合（％）

全体
（ｎ＝16,350）

男子
（ｎ＝7,561）

女子
（ｎ＝7,737）

全体
（ｎ＝14,927）

男子
（ｎ＝6,589）

女子
（ｎ＝7,197）

全体 14 13 14 23 19 25

友
人
関
係

学校の友だちに会うことを楽しみにしている
　とても楽しみ 11 171 79 9 8 10 9 496 71 14 12 16
　楽しみ 2 262 16 24 22 25 2 713 20 34 30 39
　少し楽しみ 561 4 40 34 46 769 6 59 49 66
　楽しみではない 235 2 63 54 72 358 3 75 68 80
学校の休み時間を楽しみにしている
　とても楽しみ 10 300 72 9 9 9 8 517 64 15 13 16
　楽しみ 2 675 19 19 18 19 3 194 24 29 23 35
　少し楽しみ 907 6 35 34 34 1 103 8 45 40 50
　楽しみではない 345 2 56 57 54 530 4 64 57 69
いじめられたことがある
　よくあった 241 4 41 37 45 137 2 53 49 57
　時々あった 729 12 24 21 27 389 7 42 36 47
　あまりなかった 871 14 16 15 18 625 11 27 26 27
　なかった 4 208 70 7 6 7 4 366 79 15 13 16

教
師
と
の
関
係

先生に会うことを楽しみにしている
　とても楽しみ 4 386 31 8 7 8 1 780 13 13 12 13
　楽しみ 5 268 37 11 10 12 4 007 30 15 13 16
　少し楽しみ 2 963 21 18 16 19 4 263 32 24 20 27
　楽しみではない 1 592 11 29 26 32 3 277 25 36 31 39
困っていることや悩みごと，楽しいこ
とや悲しいことを学校の先生に話す
　よく話す 1 952 14 10 9 10 1 260 10 17 14 21
　時々話す 3 593 26 12 12 12 2 552 19 17 15 19
　あまり話さない 3 962 28 12 12 12 3 758 28 21 18 22
　ぜんぜん話さない 4 515 32 18 16 20 5 634 43 28 24 30

部
活
動

学校の部活動に参加しているか
　している 12 091 92 22 19 24
　していない 996 8 33 28 40
学校の部活動を楽しみにしている
　とても楽しみ 6 287 52 14 11 16
　楽しみ 3 369 28 24 21 25
　少し楽しみ 1 481 12 36 33 37
　楽しみではない 843 7 50 46 52

学
校
の
授
業

学校の授業（副教科以外）を楽しみにしている
　とても楽しみ 4 581 32 6 5 6 2 753 21 12 11 11
　楽しみ 5 439 38 12 11 13 5 326 40 18 15 19
　少し楽しみ 2 935 21 20 19 21 3 344 25 28 24 31
　楽しみではない 1 264 9 33 28 38 1 912 14 42 37 46
学校の授業理解
　いつもわかる 5 432 38 9 8 9 2 692 20 15 13 17
　だいたいわかる 6 950 49 13 12 14 7 562 57 20 18 21
　あまりわからない 991 7 23 23 21 1 476 11 28 25 31
　わからないことが多い 715 5 33 30 34 1 267 9 40 34 43
　ほとんどわからない 145 1 50 44 57 349 3 53 47 57
自分の成績はクラスの中でどれくらいだと思うか
　上のほう 2 605 20 9 8 10 1 733 14 17 13 20
　やや上のほう 2 706 21 10 9 10 2 273 18 18 15 19
　真ん中のあたり 4 909 38 10 10 11 4 297 34 19 17 20
　やや下のほう 1 682 13 20 18 21 2 402 19 24 20 29
　下のほう 957 7 32 31 34 1 863 15 38 33 41
得意な教科
　ある 14 218 98 13 12 14 12 717 94 21 18 24
　ない 258 2 44 42 45 767 6 48 45 49
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の差がある。また，学校の授業理解が低い子ど
もほど小 ５・中 ２ともに抑うつ群の割合が大き
い結果を示しており，「いつもわかる」と「ほ
とんどわからない」との間には38～41ポイント
の差がある。さらに，「自分の成績はクラスの
中でどれくらいだと思うか」という質問につい
て，「やや下のほう」「下のほう」と回答した子
どもの抑うつ群の割合が特に高い。得意な教科
がないと答えた子どもは，得意な教科があると

回答した子どもに比べ抑うつ群の割合が高い。

（ ５）　男女差について
　ほとんどの項目について，抑うつ群の割合と
の関連は，男子よりも女子のほうが強いという
結果が示された。例えば，「学校の友だちに会
うことを楽しみにしている」という項目につい
ては，男女ともに否定的な回答をした子どもほ
ど抑うつ群の割合が大きいという結果であった

が，「とても楽しみ」と「楽
しみでない」との間の差は男
子では46～56ポイントである
のに対し，女子では62～64ポ
イントであった。

（ ６）�　 追 加分析（ロジス
ティック回帰分析）

　さらに，追加分析として，
複数の交絡因子を調整しても
学校生活と抑うつの関連は残
るかを確認するため，抑うつ
群かどうかを目的変数とした
ロジスティック回帰分析を実
施した。サンプルには小 ５と
中 ２の統合データを使用し，
学校生活の変数 １つとコント
ロール変数（表 5注を参照）
を同時投入した分析を，各学
校生活の変数（部活動の変数
は中 ２のみのため使用せず）
について実施した。表 5には
全 9回の各分析の結果のうち，
コントロール変数を省略し，
学校生活の変数のオッズ比と
95％信頼区間を抜粋し，縦に
並べて表記している（学校生
活の変数を同時投入したので
はないことに留意されたい）。
いずれの分析においても，学
校生活の変数は統計学的に有
意に抑うつと関連を示してい
ることが確認できる。

表 5　学校生活と抑うつ症状との関連（ロジスティック回帰分析）
分析に投入した学校生活の変数
（分析のサンプルサイズ） オッズ比 95％

信頼区間

友
人
関
係

学校の友だちに会うことを楽しみにしている（ｎ＝19,801）
　とても楽しみ （基準） -
　楽しみ 4.14 3.94- 4.35
　少し楽しみ 7.72 7.35- 8.09
　楽しみではない 10.39 9.84-10.94
学校の休み時間を楽しみにしている（ｎ＝19,815）
　とても楽しみ （基準） -
　楽しみ 3.24 3.05- 3.44
　少し楽しみ 6.03 5.72- 6.34
　楽しみではない 9.43 8.97- 9.89
いじめられたことがある（ｎ＝8,632）
　よくあった 7.35 6.68- 8.03
　時々あった 4.30 3.89- 4.72
　あまりなかった 3.03 2.67- 3.39
　なかった （基準） -

教
師
と
の
関
係

先生に会うことを楽しみにしている（ｎ＝19,785）
　とても楽しみ （基準） -
　楽しみ 1.87 1.65- 2.10
　少し楽しみ 4.00 3.76- 4.24
　楽しみではない 6.18 5.90- 6.45
困っていることや悩みごと，楽しいことや悲しい
ことを学校の先生に話す（ｎ＝19,588）
　よく話す （基準） -
　時々話す 0.99 0.68- 1.29
　あまり話さない 1.60 1.30- 1.90
　ぜんぜん話さない 2.90 2.61- 3.19

学
校
の
授
業

学校の授業（副教科以外）を楽しみにしている（ｎ＝19,798）
　とても楽しみ （基準） -
　楽しみ 2.50 2.29- 2.70
　少し楽しみ 4.98 4.75- 5.21
　楽しみではない 7.49 7.20- 7.78
学校の授業理解（ｎ＝19,815）
　いつもわかる （基準） -
　だいたいわかる 1.98 1.78- 2.17
　あまりわからない 3.68 3.36- 4.00
　わからないことが多い 5.58 5.23- 5.94
　ほとんどわからない 7.88 7.21- 8.55
自分の成績はクラスの中でどれくらいだと思うか（ｎ＝18,343）
　上のほう （基準） -
　やや上のほう 0.91 0.63- 1.19
　真ん中のあたり 1.12 0.86- 1.37
　やや下のほう 2.62 2.32- 2.92
　下のほう 5.08 4.74- 5.42
得意な教科（ｎ＝9,630）
　ある （基準） -
　ない 4.99 4.43- 5.55

注�　各分析は学年，性別，調査地（市区町村），学校の種類（公立／私立／国立），世帯年収 5
段階（200万円以下／200～400万円／400～600万円／600～800万円／800万円以上）で調整し
ている。
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Ⅳ　考　　　察

　本研究の分析では，大規模なデータを用いて，
小学校高学年児童～中学生の思春期の子どもの
抑うつの割合と学校生活との関連を示した。抑
うつ群の割合（小 ５で13.6％，中 ２で22.7％）
は，傳田ら1）の報告（小５で9.3％，中２で23.2％）
や佐藤ら7）の報告（小学校高学年児童で11.6％）
とおおむね近似した結果であった。数％の違い
については地域差や回収方法により生じたもの
と考えられるが，DSRS-Cが16点以上で抑うつ
と判定する場合に，抑うつの割合は小学校高学
年児童では10％程度，中学生では20％程度とい
う結果，わが国において普遍的なものであると
考えられる。また，本研究では学校生活と抑う
つとの関連について，先行研究の知見と多くの
点で一致し，子どもの抑うつの防止において学
校生活という視点が重要であるということを改
めて示した。ここからは学校生活のどのような
要素と抑うつに関連がみられたのか，先行研究
との一致に言及しながら考察する。
　子どもの友人関係については，友人関係の希
薄さおよび会話の少なさと抑うつの高さとの関
連が分析で示された。この関係について，先行
研究では様々な角度からメカニズムの解明を試
みられてきた。友人からのソーシャルサポート
は小中学生のメンタルヘルスを維持する要因の
ひとつとされている13）。しかし，Beesonら14）の
カナダの中高生を対象とした縦断研究では，抑
うつと仲間からの拒絶は双方向的な関連がある
ことを示しており，抑うつと友人関係の希薄さ
はどちらの事象が原因ともいえないことを示唆
している。さらに本研究では，いじめを受ける
ことは小中学生ともに抑うつを悪化させる可能
性が非常に高いことが示唆され，先行研究と一
致する結果となった15）16）。さらに，本研究にお
いては，友人関係の良好さと抑うつ群の割合の
低さには男子よりも女子のほうが強い関連がみ
られた。村山ら13）の小中学生を対象とした研究
では，女子は同性友人からのサポートが抑うつ
を低減することに有効である一方，男子におい

ては友人からのサポートに効果が弱く，本研究
の結果と一致する。
　また，友人との関係だけでなく，学校の先生
との関係も抑うつに関連があり，学生生活に
とって重要な側面であることが分析から示唆さ
れた。文部科学省の「令和 2年度不登校児童生
徒の実態調査」17）によると，最初に学校に行き
づらいと感じ始めたきっかけ（複数回答可）と
して，「先生のこと（先生と合わなかった，先
生が怖かった，体罰があったなど）」が小学生
で29.7％（ 1位），中学生で27.5％（ 3位）で
あり，子どもにとって学校の先生との関係が学
校生活に大きな影響を及ぼすことを示唆してい
る。しかしながら本研究では，友人関係との関
連と比較すると，教師との関係と抑うつの関連
は弱いことがうかがえる。
　中学生の部活動と抑うつの関係については，
部活動に入っている生徒ほど抑うつの傾向が低
く，さらにその中でも部活動を楽しみにしてい
る生徒とそうでない生徒の間には抑うつ群の割
合に大きな差があり，決して無視できない学校
生活の一側面であることが明らかになった。部
活動への参加が生徒の抑うつ低減効果があるの
か，今後の研究が期待される。
　学業成績と抑うつとの関連については国内の
研究では実証されていないが，海外の研究では
学業成績の低さと抑うつの高さは相互に影響が
あることが実証されている18）19）。本研究におい
ても授業理解度の低さと抑うつの関連が確認さ
れた。ただし，子どもの回答には本人の自己肯
定感が反映されている可能性があることに留意
したい。また，学業成績と抑うつの関連は女子
が顕著であるという報告もあり20），本研究の結
果と一致する。

Ⅴ　結　　　語

　本研究の分析から，小・中学生の抑うつと学
校生活（友人関係，教師との関係，部活動，学
校の授業）との間に関連があることが示された。
しかしながら，本研究の限界として，今回利用
した調査はクロスセクショナルであるため，抑
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うつと学校生活との間の因果関係の解明は難し
い。
　子どもの抑うつの要因や影響を解明するため
には，子どもの抑うつについて理論的な整合性
を検討した上で，それに基づいて作成されたコ
ホート調査の実施が重要である。さらに，質問
紙による計量調査だけでなく，子どもの抑うつ
防止プログラムを実践した介入研究や，スクー
ル・カウンセラーやスクール・ソーシャルワー
カー等による事例の収集およびその分析も，子
どもの抑うつをとりまく状況を理解するために
不可欠である。
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